
分類 質問 回答

・集会施設については、地域へ譲渡したあとの展望が⾒えないので現実には難しいのではないか。
・集会施設の譲渡や廃⽌については、もう少し踏み込んだ話をしなければならないと考えているが、どのような形と
なるのか、条件等については慎重に考えていきたい。

・中央町には集会施設がないため⾃治活動は各⾃の⾃宅で⾏っている。みどりの家の１部屋でもいいので、再配置の
際に使わせていただけるように検討していただきたい。

・みどりの家については現在のところ譲渡の対象とはなっていない。

・希望の家についてサウンディング調査を実施して譲渡するということだと思うが、野外宿泊研修施設等の機能の廃
⽌を考えるのはいかがかと思う。⺠間に譲渡するにしても、希望の家の現状の使い⽅では採算が取れるとは思えな
い。譲渡しても採算が取れず施設がつぶれてしまうか、利益を出すために今の機能がほとんど使えなくなってしまう
のでないかと⼼配している。

・野外宿泊が以前と⽐べてかなり少なくなっているという現状がある。⼦ども会についても今はデイキャンプとして
の利⽤が多くなっている。公共施設であり利益を追求するものではないので、利⽤料⾦などがこれまでと同様だと当
然採算は取れないと考えている。サウンディング調査を⾏う中で、例えば1⽇過ごせるような施設になっていけば施設
の使われ⽅も変わっていくと思うので、そのようなことをサウンディング調査で求めていくと考えている。

・近隣で企業誘致を⾏うと聞いているが、周囲に倉庫や⼯場ができるとこれまでと同様の活動ができなくなるのでは
考えている。交通量が増えることで宿泊時に⾞の⾳で眠れないという状況が今でもある中で、希望の家のあり⽅をど
のように考えているか。他の施設の利⽤も考えているが、近隣で同様の活動ができる場所がとても少ないと感じてい
る。

・企業誘致で若い⼈が多く勤めていくようになれば、職員の研修などで使っていただけるとも考えている。交通量が
増えるの事実だと思うが、交通の流れについても北島藤島線と現在整備中の天保橋を利⽤することで、できるだけ影
響がないようにしたいと考えている。

・計画と反してしまうが、夏休みの利⽤率が⾼いのであれば、複数利⽤ができるように⾯積を増やすべきではないか
（アンケートより）

・年少⼈⼝が⼤きく減少しない中で、なぜ学校や保育園を統合で数を減らすこととしたのか。

・⼈⼝が今後減っていくということが全国的にある中で、施設が⽼朽化しているということが問題と考えている。保
育園についても⽼朽化している現状に対し再配置計画の中で問題提起をさせていただき、統合をしていくのか考えて
いかなければならないと考えている。
・学校についてはピーク時から児童⽣徒数が半減しているが、校舎については基本的に当時から変わっていない。今
後、改築をする際には規模についても考えていかなければならない。学校については現在のところ施設数を減らすこ
とはないが、そのような現状があることは理解していただきたい。

・岩倉東⼩学校は廃⽌し、岩倉北⼩学校または曽野⼩学校に統合する（アンケートより）

・保育園は市内に分散してあったほうがよい。また、保育園の建物についても補強をすることで今後も使えるのでは
ないか。

・保育園については南部保育園を平成９年に建替えた以外では、⼀番最後に建てたものが下寺保育園の昭和52年とい
うのが現状である。１園あたりの⼈数も他市町に⽐べると少ないため、効率的な運⽤という⾯でも建替えの際には再
配置を考えなければならないと考えている。

・公⽴保育園適正配置⽅針に関して請願を出し議会で趣旨採択をいただいているが、その結果をどう受け取っている
か。

・請願の趣旨については理解している。加配についてもやめるということはなく、統合となったとしても公⽴保育園
の質は維持していくものと考えている。

・⻄部保育園は再配置計画の最終評価では「統合」だが、公⽴保育園適正配置⽅針の最終案では中部保育園への「吸
収検討」となったと記憶している。再配置計画の最終評価は「統合検討」ではないのか。⻄部保育園については請願
でも多くの署名があったので修正を検討していいただきたい。

・⻄部保育園については施設評価やヒアリング、懇話会等で個別に意⾒を伺っていると思うが、第２期での実施であ
るので、中部保育園との「吸収統合」というような個別のコメントというのはしない予定である。全体として「統
合」をベースとして結論を出していくべきと考えている。

②⻘少年宿泊研修施設希望
の家に関すること

■公共施設再配置計画に関する市⺠説明会質疑
⽇     時：平成30年10⽉23⽇（⽕）19時 21時
      平成30年10⽉28⽇（⽇）19時 21時
場     所：⽣涯学習センター 研修室１・２
出   席   者：市⻑ 副市⻑ 総務部⻑ 建設部⻑ 教育こども未来部⻑
          ⾏政課⻑ 秘書企画課⻑ 都市整備課⻑ 学校教育課⻑ ⼦育て⽀援課⻑
          都市整備課営繕グループ⻑及び係
参 加 ⼈ 数：10⽉23⽇（⽕）：67⼈
      10⽉28⽇（⽇）：55⼈

①集会施設に関すること

③学校に関すること

④保育園に関すること
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分類 質問 回答

・北部保育園と仙奈保育園の統合にあたっては、市⺠や保育⼠の意⾒をよく聞いたうえで検討を⾏っていただくと、
保護者が納得するような夢のある保育園になると思うし、それ以降の保育園の統合についても前向きに保護者が検討
できると思う。市⺠の意⾒をしっかり聞く場を設けてほしい。

・⻄部保育園については、今の施設から遠くなるということを問題と感じているようだが、他の保育園でも遠くから
利⽤している⼈もいると思う。お互いに⾟抱するところは⾟抱しなければならない。

・⻄部保育園について、再配置計画で「統合」と記載することで公⽴保育園適正配置⽅針の最終案で「吸収検討」と
なっていたものが「吸収」となったと解釈すべきか。それとも最終案は最終案として残っているのか。

・今後の個別の施設の検討にもよるが、⽅針としては第２期において「統合」ということで記載をさせていただきた
いと考えている。

・北部保育園は⽼朽化して園児も少なくなっているが、園児数は年によっても違うし、⼦どもたちも古いものを⼤事
に使う気持ちが育っているので、建替えのように現在の場所での北部保育園の継続を望む。統合以外の可能性はある
のか。

・施設を運営していく限りは適切に維持管理をしていくが、統合については⼩学校区を意識した⼊園を希望される保
護者が多いということもあり、現在の位置では施設を拡⼤することも難しいと思われる。統合のメリットとしてはバ
リアフリー化や駐⾞場の確保、機能的にも⼦どもたちにやさしい施設を作ることができることと考えている。保育の
質を落とすことは考えていないのでご理解いただきたい。

・北部保育園の園児数が今後どうなっていくのかわからないのに、園児数が少ないことで再配置計画案にあげるのは
おかしいのではないか。

・全ての公共施設に利⽤している市⺠の⽅がいる。これまでどおり施設を保有することができれば計画を⽴てる必要
はないが、現状としては難しいことが明らかとなっている。この中で、施設の評価やアンケート、ヒアリング等で市
⺠の意⾒を聞きながら案を⽰させていただいた。保育園の統合についてはこれで決定ではないが、市の責任において
公共施設再配置の案を出させていただいた。再配置の実施にあたっては改めて市⺠説明会等を実施させていただく。
全ての施設をこれまで通り利⽤するということができないが、市⺠の⽅の意向も汲みながら進めていきたい。

・請願で保育園の統廃合を優先的に⾏わないようにとお願いしているので、保育園を再配置計画案から外すことはで
きないか。

・施設の更新時期が集中しないように平準化をする必要があり、この先の⼈⼝減少に対して効率的な施設規模・配置
を考える必要がある中で案を出させていただいた。今ある施設を現状のまま建替えるのは不可能である。現時点で特
定の施設を計画から外すということは考えておらず、あくまで施設全体として考えていきたい。

・保育は岩倉の宝物だと考えているので、現場の⽅や保護者がよく知らないまま統廃合という⽅針がでたことには
ショックを受けた。地元の声をもっと⼤事にして聞いてほしい。全国的に⺠営化ということも⾏われているが、⺠営
ということはお⾦儲けであり、岩倉が守ってきた教育というものはお⾦儲けではできないことだと思う。

・岩倉のよさを⽣かしてほしいという点は再配置計画にも⽣かしていきたい。市⺠の⽅の意⾒を聞きながらと考えて
いるが、厳しい状況ということも認識していただいて、市⺠の⽅からもどのようにしたらよいか提案をいただければ
と考えている。

・決定の前に北部保育園と仙奈保育園の保護者、地域の⽅を対象として話し合いの場を設けていただきたい。 ・決定の前に地元や保護者との話し合いの場は設けていく。

⑤児童館に関すること

・新設される岩倉北⼩の屋内運動場に現⾏のくすのきの家、第⼆児童館の機能を持たせる考えはよいと思う。しか
し、現⾏のくすのきの家、第⼆児童館の場合は⾞で⼦どもを迎えに⾏くのに困らないが、岩倉北⼩学校内では⾞が⼊
れず、周辺道路も狭いなど不便になるとの意⾒もある。その課題を解決できないか検討してほしい（アンケートよ
り）

⑥市営住宅に関すること
・市営住宅の廃⽌については驚いている。低所得者や若い⼈たちの住まいがなくなり⽣活ができなくなるので廃⽌と
いうことには納得いかない。

・市営住宅については建替えに多くに費⽤がかかる。ただ単に廃⽌するということは考えておらず、現在住んでいる
住⺠のこともあるので、例えばURの賃貸住宅への⼊居について家賃補助をするなど、⽅策の検討は進めている。

・市⺠の声も聞いて施策を考えてほしい。施設の統廃合についても地域の意⾒も⼗分聞きながら施策を考えてほし
い。

・市だけで事業を進めるつもりはない。市⺠の意⾒が尊重されるべきと思うが、⼀⽅で現状では財源が⾜りなくなる
ということもご理解いただいたうえで、どのようにしていくかを⼀緒に考えていただきたい。個別の検討になった時
には様々な⽅から意⾒を伺いたいと考えている。

・⼈⼝減少の中で施設の縮⼩は仕⽅がないかもしれないが、よいこともあるという視点が⼤事ではないか。
・夢のある計画をという点では、第５次総合計画を今後策定予定で、その中で夢を語るということもできるのではと
考えている。

・様々な要望があると思うが、⼈⼝の動向や財政が厳しい中で公共施設について個々の意⾒を聞くことは難しいと考
えている。市⺠の⽅が本当に市の施設に愛着を持っているのかと感じている。市⺠としてどのようにしていきたいか
考えなければならない。

④保育園に関すること

⑦その他



分類 質問 回答

・岩倉市としてどのようなビジョンがあるのか⾒えてこない。しかし第１期の事業をひとつの契機として次のステッ
プへと進んでいくと思うので、ここをしっかり議論していかないと前には進めないと考える。まずは数字ありきでは
なく、岩倉市として夢をどう作っていくのか、どのように住⺠が暮らしやすくしていくのか考えていただきたい。

・数値だけを追い求めているわけではない。住⺠の⽅と対話を重ねながら⽬指すまちを作っていかなければと考えて
いる。

・経費については、⼈⼝が減れば市の職員の構成も市役所のスペースも減ってくるということも含めビジョンとして
描いてほしい。

・経費の削減ということでは、施設が減れば職員も減ると思われる。市⺠の皆さんだけに負担をかけるわけではない
ので、併せて考えていくべきと考えている。

・財政状況が厳しいのはわかる。施設の統廃合による新たなメリットもあると考える。例えば、⼦育て⽀援施設と⾼
齢施設を⼀緒にすれば新たな交流が⽣まれるかもしれないので、試⾏実験をして検証をしていただきたい。かなり先
までの話なので、⾃動運転やAIなどの新しい技術で教育や福祉のあり⽅も変わると思うので、若い職員で活発な議論
をしていただきたい。

・⼦育て⽀援施設と⾼齢施設の複合化といったことを考えていくのが再配置計画だと考えている。これまでの意⾒の
中では、保健センターと総合体育⽂化センターを健康ゾーンとして集約してはどうかという意⾒もあった。

・各施設について譲渡か統合が前提の説明になっている。市⺠の声を聞いていますか？（アンケートより）

・⼩さな声にも応えていくことが⼤切だと思う。各分野の意⾒を多く集めて検討していく必要があると思う。⼩さな
町であるからこそ⼤きな町にできない部分を出していくことが最も⼤事だと考える。岩倉市がよい町になっていくよ
うに市⺠と共に作り上げていっていただきたい（アンケートより）

・施設を統廃合するのはよいが、交通⼿段などは市が⽤意していただきたい。利便性がよくなるように駐⾞場などは
どの施設も確保が必要だと思う。施設と交通をどうするか⼀体で考えるべきではないか（アンケートより）

・財政の厳しさ、⼈⼝の減少等から再配置計画については理解できるが、その前に⼈⼝増加、税収アップを今⼀度考
えてほしい（アンケートより）

⑦その他


